
轡騨卿螺騨鞭野響潤・・。
　　ヒ　　げ　ノ
曲和40年8月20日発行　　・’

祝
日
に
は
L
国1
旗
を
掲
げ
よ
う

、

珊騨響　」・・，
　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

、伊 ｦ　：剛．’
・
ド
．

州「

，

ら
　
、
覧
　
　
　
●
　
L
　
　
　
　
く
椿
’

｝　｝　．｝　一一一　一一　一　＿＿＿

@　第167号

昭和40年8月20日

@　発行　所
@宮崎県東旧杵郡

結ｽ・村、役場

山
陰
百
姓
一
揆
に
つ
い
て

元
禄
の
こ
ろ
本
村
は
県
（
延
…
二
毛
を
申
付
け
、
作
物
に
つ
い
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藩
で
藩
主
は
有
馬
永
純
一

で
、
臣
郡
代
は
梶
田
十
郎
左
衛
…

門
、
代
官
は
大
崎
久
左
衛
門
で
｝

あ
っ
た
・
　
　
　
　
　
　
｛

　
元
禄
二
、
三
年
の
交
は
天
候
…

不
順
、
大
雨
洪
水
が
三
年
間
続
…

き
湖
川
が
氾
濫
し
て
山
陰
二
千
…

石
の
美
田
地
が
荒
蕪
と
変
り
果
｝

で
、
百
姓
の
収
穫
皆
無
で
疲
一

三
困
態
そ
の
極
に
達
し
悲
惨
な

有
様
で
あ
っ
た
。
村
人
達
は
こ

の
窮
状
を
幾
度
か
藩
庁
に
訴
願
一

し
た
が
、
郡
代
の
仕
置
は
、
無

情
冷
酷
、
苛
敏
詠
求
を
極
め

た
。
そ
の
暴
状
酷
烈
の
例
を
あ
・

ぐ
れ
ば
、
前
三
年
連
続
の
凶
荒
皿

に
拘
わ
ら
ず
前
々
通
り
貢
租
を
一

二
上
げ
る
た
め
に
役
人
を
上
納

催
促
に
駆
り
立
て
「
定
め
の
日
．

限
」
に
一
日
で
も
延
引
す
れ
ば

科
銀
、
様
子
に
よ
っ
て
は
村
替

を
仰
つ
け
た
。
こ
の
た
め
農
民
‘

は
上
納
銀
調
達
の
た
い
に
他
領
．

か
ら
借
金
し
、
家
財
道
具
、
衣

類
、
小
脇
差
な
ど
凡
そ
金
目
の
．

も
の
は
全
部
入
質
し
て
上
納
銀

に
当
て
た
。
代
官
を
は
じ
め
村
一

廻
り
吟
味
役
人
は
毎
日
朝
早
く

て
も
厚
い
そ
、
薄
い
そ
、
肥
の

仕
様
が
悪
い
と
き
び
し
く
指
図

し
、
夜
は
遅
く
ま
で
夜
陰
を
さ

せ
て
休
養
の
時
間
も
な
く
牛
馬

の
如
く
酷
使
し
た
。
食
物
は
朝

夕
共
に
杓
で
汲
む
雑
炊
を
食
す
「

る
よ
う
に
命
じ
た
。

　
か
か
る
生
活
に
堪
え
か
ね
前

途
に
希
望
を
失
っ
た
村
人
達
一

千
余
人
は
元
禄
三
年
九
月
十
九

目
、
簑
笠
に
身
を
固
め
、
何
程
「

か
の
家
財
を
携
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

牛
馬
を
引
き
或
は
こ
れ
に
打
ち

跨
か
っ
て
大
挙
薩
摩
藩
島
津
氏

の
領
内
に
移
住
の
目
的
で
出
旅

し
、
寺
迫
で
全
員
落
合
っ
て
流

亡
し
た
。

鍋
で
抑
留
慰
撫
さ
れ
直
ち
に
県
“

藩
主
に
報
ぜ
ら
れ
た
。
県
藩
か

途
中
秋
月
氏
領
の
高
・
…
を
認
め
た
者
）

ら
は
家
老
達
を
遣
は
し
て
帰
二
一
郎
助
、
は
流
罪
（
八
丈
島
）

｝　
迫
野
内
　
二
十
二
竈

　
　
寺
迫
　
二
十
六
竈

　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
頭
取
百
姓
二
十
人
、
郡
代
梶
…

田
十
郎
左
衛
門
、
大
官
大
崎
久
…

左
衛
門
、
筆
者
伊
東
与
左
衛
｛

門
、
村
田
長
左
衛
門
、
目
付
野
…

津
三
郎
兵
衛
、
有
馬
家
家
老
、
…

高
鍋
藩
よ
り
河
野
七
郎
兵
衛
、
「

森
平
左
衛
門
、
医
師
永
友
玄
一

二
歩
行
八
九
人
、
足
軽
五
六
人
…

で
江
戸
に
赴
い
た
。
　
　
　
　
皿

　
江
戸
で
は
江
戸
評
議
所
で
対

．
決
あ
り
百
姓
の
落
度
と
な
り
、

延
岡
に
於
て
頭
取
善
助
、
市
兵
．

衛
は
礫
罪
、
そ
の
男
児
は
死

罪
、
妻
と
女
児
は
引
上
げ
者

に
せ
ら
れ
、
半
蔵
、
佐
次
兵
一

衛
、
段
助
、
右
衛
門
、
－
半
蔵
の
．

．
男
児
（
百
姓
に
頼
ま
れ
て
願
書
…

　
　
　
　
　
　
は
死
罪
、
久
五
…

郎
、
又
次
郎
、
関
之
允
、
庄
之
一

ド
允
、
角
之
允
、
与
一
兵
衛
、
太
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
…

を
促
し
た
け
れ
ど
も
応
ぜ
ぬ
の
　
処
し
そ
の
余
は
悉
放
免
と
し
、

で
、
高
鍋
藩
で
は
小
屋
掛
を
し
「
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
、
代
官

て
男
子
に
は
五
合
、
双
子
三
合
｝
大
崎
久
左
衛
門
は
公
儀
よ
り
追

五
勺
、
子
供
に
は
二
合
五
勺
の
放
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
米
を
与
え
て
抑
留
し
た
。
　
…
　
そ
の
秋
藩
主
有
馬
門
訴
は
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
元
禄
四
年
二
月
朔
日
江
戸
　
国
の
領
内
の
騒
動
の
罪
に
問
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
邸
か
ら
使
者
（
団
井
舎
人
、
皿
れ
て
城
地
召
上
げ
ら
れ
、
翌
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
代
嘉
平
次
、
泥
谷
十
兵
衛
）
…
禄
五
年
千
申
春
越
後
の
国
糸
魚

か
ら
馬
を
駆
り
て
百
姓
を
田
、
　
が
来
て
山
陰
村
百
姓
中
廿
人
程
川
に
移
封
と
な
っ
た
。

畑
、
山
に
追
い
出
し
激
労
働
を
江
戸
に
送
致
す
る
よ
う
申
し
て
　
　
こ
の
一
揆
に
参
加
し
た
部
落

強
い
、
若
し
怠
る
者
が
あ
れ
ば
来
た
。
よ
っ
て
全
年
十
一
月
村
民
は

川
南
鹸
翻
）
七
±
竈

人全伊小鶴福八坪
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夏

の

’
一

三

牧

立
ち
よ
り
て
わ
が
驚
き
ぬ
若
竹
の
葉
末
は
露
の
玉
ば
か
り
な
る

　　水l
　　　　　i

一

暁
を
早
く
眼
ざ
め
て
起
き
出
で
つ
夏
に
の
み
知
る
わ
び
し
さ
の
あ
り

た
ち
さ
け
ば
さ
ど
匂
ひ
た
ち
部
屋
の
う
ち
静
け
さ
昼
の
西
瓜
な
り
け

り鱒や

ｯ
き
に
ほ
ひ
な
る
か
も
う
こ
ん
色
に
西
瓜
の
実
よ
り
し
た
た
る
黒

　
　
　
　
一

文
化
八
年
大
庄
屋
寺
原
和
右
．

…
衛
門
と
成
願
寺
八
不
実
門
隻
は
…

…
こ
の
義
民
を
追
善
供
養
し
て
墓

硯
を
成
願
寺
に
建
て
た
。

　
墓
硯
に
は
次
の
法
名
が
刻
し
．

て
あ
る
。

道
室
休
意
信
士

夏
雲
浄
円
信
士

心
窓
窓
田
信
士

明
雲
道
昭
信
士

了
山
順
覚
信
士

道
寒
青
雲
信
士

法
庵
義
山
信
士

林
月
露
田
信
士

道
室
元
夏
信
士

穏
室
了
安
信
士

常
室
利
円
信
士

常
本
禅
定
門

清
林
禅
定
門

宗
山
禅
定
門

道
林
禅
定
門

貞
円
禅
定
門

本
室
禅
定
門

良
雲
禅
定
門

　
心
用
禅
定
門

　
久
安
禅
定
門

　
　
裏
面

　
文
化
八
年
未
歳
　
大
庄
屋

　
寺
三
和
右
衛
門
．

　
　
正
月
　
　
日

　
　
当
山
八
世
　
実
直
隻

註
、
毎
年
旧
暦
七
月
十
七
日
に

　
　
こ
れ
等
百
姓
の
犠
牲
に
な

　
　
つ
た
人
々
の
慰
霊
の
供
養

　
　
が
成
願
寺
で
盛
大
に
行
は

　
　
れ
る
。
こ
の
供
養
を
村
人

　
　
達
は
「
朝
参
供
養
」
と
呼

　
　
ん
で
い
る
。

　
　
朝
参
の
意
は
処
刑
を
受
け

　
　
た
人
々
の
遺
族
達
が
人
目
「

　
　
を
し
の
ん
で
朝
扇
ぐ
菩
提

　
　
寺
に
参
り
冥
福
を
祈
っ
た

　
　
こ
と
に
よ
る
之
言
い
伝
え

　
　
ら
れ
て
い
る
。

　
延
陵
世
鑑

　
元
禄
三
年
度
午
九
月
十
九

日
、
臼
杵
郡
山
乱
丁
ノ
百
姓
男
・

女
千
五
百
人
、
永
純
郷
ヲ
背
キ
「

‘
秋
月
領
内
二
出
奔
ス
。
此
故
、

．
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
が
非
道

…
ヲ
恨
気
、
薩
州
へ
亡
命
ノ
覚
悟

也
。
コ
レ
ニ
依
テ
秋
月
家
よ
り
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．
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「
カ
ケ
留
置
テ
延
岡
二
巴
ラ
セ
玉
㎜
カ
ザ
ル
ノ
上
意
ニ
テ
城
地
召
上

弓
。
有
馬
ヨ
リ
歴
々
・
侍
ヲ
遣
…
ラ
レ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
テ
無
届
ノ
仙
珊
ニ
テ
本

　
サ
レ
度
々
招
キ
玉
へ
共
、
色
々
　
高
五
万
石
下
サ
ル
ベ
キ
ノ
由
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
テ
・

成
願
寺
境
内
に
あ
る
．
義
農
の
供
養
塔

を
事
故
か
ら
簸

ノ
望
ノ
事
有
テ
帰
ラ
ズ
、
コ
レ
人
々
も
嘆
き
は
や
ま
す
と
聞
き

二
依
リ
野
中
二
小
屋
ヲ
営
ミ
秋
　
　
あ
と
さ
き
の
涙
く
ら
べ
て
見

月
ヨ
リ
扶
持
ヲ
賜
ハ
ル
。
遂
二
　
る
な
ら
ば
　
糸
魚
川
に
は
お
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

二
年
ヲ
経
テ
明
春
、
江
戸
訴
論
ら
じ
も
の
を

二
及
ブ
。
　
　
　
と
影
窪
は
し
け
れ
ば
皆
人

　
亡
命
ノ
頭
百
姓
二
十
人
、
　
味
気
な
き
思
ひ
を
な
せ
り
。
鳴

，
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
、
代
呼
領
主
一
人
の
所
為
に
よ
っ
て

　
官
大
崎
九
左
衛
門
、
筆
者
門
下
自
民
の
悲
歎
た
ち
所
に
わ
か

　
東
左
衛
門
、
村
田
長
右
衛
る
面
詰
る
べ
し
。
慎
む
べ
し
。

　
門
、
目
付
野
津
三
郎
左
衛
門
　
　
山
陰
村
成
願
寺
書
写
「
山
陰

　
ノ
輩
、
家
老
衆
召
連
江
戸
評
　
　
百
姓
一
揆
始
末
」

　
定
所
二
藍
テ
対
決
ア
リ
。
然
　
　
　
元
禄
三
庚
精
霊
九
月
十
九

　
ル
ニ
百
姓
共
越
度
ト
成
り
、
　
　
　
日
、
山
陰
組
百
姓
、
高
鍋
・

　
延
岡
二
於
テ
頭
取
善
助
、
市
　

御
領
内
股
野
原
工
立
退
申
．

　
兵
衛
燦
罪
。
其
上
男
子
ハ
死
　
　
　
置
、
彼
乃
表
デ
百
姓
落
差

　
罪
。
妻
並
女
子
二
引
上
ゲ
者
　
　
　
出
候
書
付
ノ
写

　
ニ
セ
ラ
ル
。
半
蔵
、
佐
次
兵
　
　
山
陰
梶
田
旧
記
　
窟
営
門
嘉

　
衛
、
壮
気
、
重
右
衛
門
吐
下
　
　
藤
治
持
是

　
罪
。
半
蔵
男
子
ハ
死
罪
、
是
　
　
乍
恐
口
上
Z
覚

　
ハ
百
姓
二
三
マ
レ
願
書
ヲ
認
　
唄
、
我
々
共
住
所
二
堪
忍
難
成
．

　
メ
タ
ル
者
ナ
リ
。
久
五
郎
、
　
　
様
子
御
座
候
二
付
、
当
御
領
…

　
又
次
三
関
之
允
、
庄
之
允
、
　
　
工
罷
越
候
処
、
従
延
岡
御
当
一

　
角
之
允
、
与
一
兵
衛
、
太
郎
　
　
地
工
被
仰
越
出
口
、
　
（
有
馬
」

　
助
、
コ
レ
ハ
流
罪
ナ
リ
。
其
　
　
氏
か
ら
）
「
何
ぞ
様
子
も
無
．

　
余
ノ
者
ハ
悉
ク
御
赦
免
ナ
　
之
処
二
百
姓
共
了
簡
違
ニ
テ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罷
越
候
間
、
可
被
郵
駅
候
…

　
リ
。
郡
代
代
官
ハ
公
儀
ヨ
リ

　
追
放
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
由
」
被
仰
越
候
条
、
　
（
秋
月
一

　
其
秋
将
軍
家
ヨ
リ
永
純
卿
．
　
氏
か
ら
）
　
「
其
通
ニ
テ
有
之
…

二
、
在
国
中
領
内
ノ
騒
動
客
シ
　
　
候
ハ
罷
帰
り
可
然
段
」
、
御
…

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

�
ｳ
雛
譲
卸
腿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迄
可
罷
越
攣
御
座
嘆
乍
㎜

　
　
逼
塞
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揮
御
推
量
ノ
前
歴
御
座
候
得
…

　
魚
曝
舞
舞
顯
踊
躍
国
国
隅
乍
…

…
な
り
。
其
の
年
よ
り
酉
、
戊
の
　
一
・
先
頃
・
大
目
付
野
津
部
一
三

…
年
ま
で
に
家
中
の
輩
引
越
し
の
．
郎
左
衛
門
殿
ト
申
仁
・
職
階
…

　
光
暴
見
る
に
贈
れ
々
催
せ
り
。
　
　
廻
り
被
網
、
庄
屋
組
頭
百
姓
…

礁…

U
灘
謙
鰹
轟
龍
睡
雌

鶏
鷺
薮
ギ
鑓
鷺
網
綱
謡
丘
岡
…

［
越
後
に
引
越
也
。
　
　
　
　
　
　
　
ト
被
仰
候
得
共
・
百
姓
ノ
義

　
延
岡
よ
り
糸
魚
川
ま
で
海
陸
　
　
二
御
座
候
得
バ
ロ
上
ニ
テ
難

　
三
百
余
里
さ
し
も
親
愛
の
父
子
　
　
申
上
、
殊
二
指
当
リ
当
惑
仕

一
兄
弟
も
別
れ
て
は
二
度
相
見
る
　
　
リ
不
申
上
候
間
、
乍
恐
書
付

の
思
ひ
を
絶
ち
、
便
り
も
稀
な
　
　
を
以
申
上
候
段
御
請
申
・
罷

る
べ
し
と
其
悲
し
み
云
は
ん
方
　
　
立
候
事
。

な
し
。
先
達
て
越
後
に
往
き
し
　
哺
、
当
御
郡
代
御
仕
置
迷
惑

、

　
、
在
段
書
付
相
湖
山
テ
、
田
代

　
　
ト
申
在
所
ニ
テ
指
上
申
候
、

　
　
依
之
・
二
其
節
ノ
通
書
付
差
上

　
　
申
閨
事
。

　
一
、
当
御
郡
代
タ
リ
被
仰
渡
候

｛
「　
　
ハ
、
不
調
何
事
二
断
と
国
儀

　
　
向
後
申
上
間
敷
段
血
判
仕
候

　
　
様
二
と
堅
被
仰
付
候
。
此
内
．

　
　
ケ
様
ノ
儀
終
二
無
御
座
儀
二

　
　
候
。
殊
二
百
姓
ノ
儀
日
御
座

　
　
三
三
バ
、
無
調
法
ノ
儀
ノ
ミ

　
　
有
之
儀
二
御
座
候
得
共
、
御

　
　
郡
代
ヨ
リ
被
仰
付
儀
二
候
へ

　
　
バ
難
背
、
不
及
力
、
「
則
血
判

噸　　
仕
、
差
上
置
申
三
二
付
、
鍛
．

　
　
バ
御
無
理
ノ
様
存
候
儀
も
御

　
　
断
面
上
儀
不
乳
堤
、
迷
惑
仕

　
　
罷
在
候
単
二
、
今
度
御
意
二

　
　
ま
か
せ
申
上
盤
事
。

　
　
（
元
禄
元
年
）

　
一
、
去
毛
茸
ノ
春
被
仰
渡
候
…

　
　
ハ
、
御
年
貢
ノ
儀
春
定
二
被
」

　
　
仰
付
候
条
、
御
請
合
ノ
書
物

　
　
相
調
差
上
候
様
二
面
仰
付
、

　
　
自
然
風
損
水
損
ノ
節
ハ
黒
瘡

　
　
見
寄
被
遊
候
由
、
被
仰
渡

　
　
候
。
然
し
共
山
陰
組
ハ
他
村

　
　
二
二
、
水
損
所
ニ
テ
御
座
候

　
　
得
バ
、
自
然
御
検
見
不
壊
仰

　
　
付
候
節
ハ
迷
惑
可
仕
候
間
、

　
　
難
請
合
奉
存
候
へ
共
、
右
ノ
…

　
　
通
り
御
子
申
上
ル
儀
不
罷
成

　
　
候
二
付
、
無
是
非
請
合
ノ
書

　
　
物
仕
、
指
上
申
候
処
、
当
年

　
　
迄
打
続
三
ケ
年
近
来
弥
敷
大

　
　
風
洪
水
ニ
テ
年
々
毛
上
捨
リ
．

　
　
儀
ハ
不
及
申
上
ル
ニ
、
崩
、

　
　
川
並
、
相
成
、
大
分
ノ
田
畑
．

　
　
捨
リ
耳
漏
照
照
、
御
検
見
モ

　
　
不
被
仰
付
、
少
ノ
御
心
持
も

　
　
無
御
座
、
御
催
促
ノ
儀
ハ
御
一

　
　
代
官
衆
御
詰
言
成
候
テ
、
外
㎜

　
　
二
御
催
促
ノ
御
役
人
御
越
被
　

　
　
　
　
き
び
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
成
、
稠
敷
御
さ
い
そ
く
に
L

　
　
て
、
青
稲
杯
／
申
分
モ
不
被

　
　
成
御
尋
、
後
両
年
ハ
九
月
目
　

　
　
り
に
皆
済
三
三
付
、
迷
惑
仕
一

　
　
一
得
共
、
御
年
貢
ノ
儀
二
御
｝

　
　
座
候
ヘ
バ
夜
昼
精
を
出
し
上
…

　
　
納
仕
候
。
尤
、
不
足
ノ
分
ハ
一

　
　
方
々
他
領
迄
開
銀
借
立
、
上
…

　
　
納
相
済
申
候
。
最
早
借
先
も
　

　
　
無
御
座
、
迷
惑
千
万
ノ
儀
二
…

　
　
御
座
候
。
余
り
及
難
儀
二
様
…

　
　
子
申
上
段
、
書
付
差
上
申
候
一

　
　
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
．
（
地
租
）
　
　
　
一

　
唄
、
新
田
畑
地
子
銀
ノ
儀
、
一

　
　
前
々
ノ
御
郡
代
衆
ハ
、
　
「
御
一

　
　
年
貢
同
前
二
、
秋
冬
二
か
け
．

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
上
納
仕
候
様
と
被
仰
付
候
処
…

臨
轟
響
建

　
　
　
　
　
　
き
め

　
　
不
罷
成
御
究
二
御
座
候
へ

・
馨
・
疑
蜂
砺
裟

．
玲
「
∴
喚
穴
薫
’
叫

　
バ
、
銀
目
匁
二
付
、
米
三
升
…

　
ヅ
ツ
相
渡
シ
申
筈
ノ
御
究
を
、

　
似
、
方
々
ヨ
リ
銀
子
借
立
上

　
納
仕
候
。

　
山
陰
組
御
回
御
立
直
ノ
儀
、

　
近
年
ハ
一
石
二
付
五
十
八

（
銭
）

　
匁
ヨ
リ
六
十
五
匁
迄
、
時
々

　
直
段
上
リ
申
候
、
・
な
ら
し

（
六
十
目
が
金
一
両
）

　
六
十
目
余
二
当
リ
申
候
噂
然

．
ル
時
ハ
回
外
三
値
ノ
米
ニ
テ

　
御
座
候
得
共
、
御
目
罷
成
な

　
ら
ず
候
得
バ
不
田
力
候
。

　
　
　
　
　
　
な
ど

　
掬
又
、
新
田
杯
請
居
不
申
も

　
の
ハ
、
着
類
又
ハ
着
類
二
物

　
置
口
布
木
綿
、
或
ハ
道
具
、

小
脇
差
二
至
迄
質
二
日
置
、

銀
借
り
替
上
納
相
済
申
候
。

．
最
早
は
め
く
さ
も
無
御
座
、

甚
迷
惑
仕
候
段
書
付
、
指
上
・

申
酒
事
。

一、

哩
ﾄ
、
新
田
畑
御
検
地
御

　
　
　
　
　
　
　
あ
ば
れ
じ
し

改
訂
成
都
二
言
、
荒
猪
強

　
ク
当
り
斎
忌
三
飯
置
捨
直
下

　
　
　
　
　
　
さ
な
く

、
候
得
か
し
、
無
左
縄
バ
バ
畝

　
歩
ノ
御
心
持
被
成
被
下
墨
様

　
こ
と
願
、
申
候
得
共
、
検
地

　
御
役
人
煙
仰
い
兼
テ
御
郡
代

　
ヨ
リ
黒
雨
付
候
通
リ
、
断
た

　
る
義
ハ
御
聞
不
被
毛
候
。
，

　
此
度
新
地
ノ
御
記
方
ノ
儀
、

　
い
よ
い
よ

　
弥
以
御
聞
不
運
成
候
間
、

r
断
無
用
と
被
仰
付
楽
土
付
、

　
一
言
モ
御
断
申
上
繭
不
罷

　
　
き
お

　
成
、
竿
づ
ま
り
の
地
坪
数
々

　
御
座
候
得
共
、
殊
二
月
分
二

　
一
τ
罷
在
監
。
此
内
ノ
通
、
春

　
中
に
皆
済
上
と
被
仰
付
言
得

　
バ
如
何
可
仕
哉
、
迷
惑
成
ル

　
儀
二
御
座
候
。
一
二
歩
留
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ち
か
た
く
え
　
　
げ

　
洪
水
二
大
分
地
方
崩
、
川
欠

　
二
相
成
リ
、
苦
々
数
御
座
候

　
段
書
付
、
差
上
申
上
置
事
。

一
、
高
十
五
二
付
ご
ま
二
畝
、

　
え
こ
二
千
本
、
と
う
ご
ま
五

　
十
本
、
菜
種
五
畝
、
作
所
論

　
候
様
と
被
仰
測
候
へ
共
、
右
．

　
ノ
襲
え
こ
ば
か
り
ハ
大
鷲
ノ

　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
地
元
ニ
チ
モ
、
大
形
ニ
田
圃

　
来
申
候
。
圏
外
ハ
上
地
二
作

　
リ
不
申
候
ヘ
バ
・
立
上
リ
不
申

　
候
。
夫
二
付
雑
穀
作
リ
申
候
　

　
畑
方
、
上
地
少
シ
モ
無
御
座
一

　
候
二
付
、
弥
飯
米
続
不
申
、

　
迷
惑
成
ル
儀
二
御
座
候
。
其

　
上
え
こ
ノ
儀
パ
こ
え
三
返
ヅ
．

　
　
　
　
よ
く

　
ツ
仕
、
．
幽
草
さ
ら
え
仕
候
様

　
と
被
仰
付
候
脚
付
、
諸
作
ハ

　
わ
き
二
仕
候
テ
、
毎
日
ひ
ま

　
く
ら
し
申
候
。

　
殊
二
御
代
官
、
其
多
村
廻
リ
…

　
吟
味
役
人
毎
日
ノ
適
職
立
廻

　
リ
、
厚
ぞ
薄
ぞ
、
こ
え
ノ
仕

．

　
　
　
　
　
　
　
　
き
び
し
く

様
聴
鴇
と
御
さ
し
ず
稠
敷
、

　
　
の

　
え
こ
砂
く
ろ
く
に
有
之
候

諸
作
ハ
、
引
捨
ざ
せ
被
成
薄

」
少
し
に
て
も
被
思
召
様
二
二

　
　
　
　
　
　
　
と
が

之
候
得
バ
、
早
速
過
科
銀
被

仰
付
、
何
共
あ
き
れ
は
て
罹

在
候
。

籾
又
、
右
ノ
品
々
出
来
仕
て

収
納
い
た
し
、
上
納
ノ
儀
ハ

田
作
仕
付
時
分
、
掬
ハ
御
年

貢
最
中
ノ
時
分
、
早
速
上
納

仕
上
様
二
面
仰
付
、
御
定
ノ

日
限
一
日
に
て
も
延
引
仕
候

得
バ
是
又
過
銀
の
様
子
ニ
ョ

・
リ
村
替
被
風
付
候
。
此
段
百

姓
御
蓋
保
と
し
て
被
仰
付
候

納
高
次
第
二
、
翌
年
御
勘
定

ノ
時
分
代
銀
被
下
直
、
上
納

方
御
差
引
二
被
成
下
侯
得

共
、
舞
軒
廊
二
御
座
候
二

付
、
余
ノ
雑
穀
物
作
リ
申
候

ほ
ど
所
務
も
無
御
座
候
。

殊
二
山
陰
組
ヨ
リ
延
岡
迄
ノ

道
法
リ
近
所
ハ
八
七
福
八

里
、
遠
所
ハ
十
里
余
二
及
申

候
ヘ
バ
、
人
馬
ニ
テ
や
う
や

う
四
斗
か
五
斗
ノ
間
持
参
、

上
納
霊
魂
事
二
御
座
候
。
日

数
ハ
三
日
二
も
仕
燃
か
爵

候
。
さ
候
得
バ
往
来
ノ
手
間

・
隙
、
飯
米
ノ
差
引
仕
候
ヘ
バ

代
銀
被
仰
付
候
て
も
、
さ
の

ミ
御
恩
に
も
不
荒
彫
、
共
上

植
付
、
蒔
付
、
収
納
、
上

上
被
仰
付
ノ
通
り
少
“
し
に
て

も
延
引
仕
候
ヘ
バ
、
過
銀
、
・

村
替
被
仰
付
候
。
御
介
保
と

　
ハ
御
座
候
へ
共
簿
結
句
御
情

　
ノ
罪
科
ニ
テ
、
迷
惑
風
儀
二

御
座
候
事
。

一、

鼕
ﾛ
二
付
杉
百
本
、
楮
五

　
　
　
　
　
　
　
う
る
し

十
、
横
三
十
本
、
漆
十
本
、

け
づ
り
柿
十
本
、
桑
十
本
、

栗
十
本
、
し
ゆ
う
十
本
、
く

さ
ぎ
十
本
植
付
、
指
付
申
候

様
二
被
官
付
馬
。
中
二
も
楮

　
ノ
儀
ハ
毎
年
五
十
本
ヅ
ツ
植

付
幽
間
に
睡
郷
付
候
。
最
早

畑
の
ぐ
ろ
く
ろ
植
ふ
さ
ぎ
、

作
所
ノ
中
な
ら
で
ハ
植
所
も

無
御
座
候
の
懸
鯛
払
底
ノ
物

　
ニ
テ
何
共
迷
惑
付
議
候
。

右
ノ
通
り
潮
候
得
バ
殊
外
作

所
ノ
か
げ
に
相
成
、
其
上
近

年
ノ
様
二
風
杯
吹
候
得
バ
近

辺
の
作
物
を
は
ら
い
、
す
り

　
つ
ぶ
し
、
毛
上
ノ
さ
し
わ
り

と
申
、
労
以
テ
迷
惑
な
る
植

物
ニ
テ
御
座
候
。

掬
又
延
岡
表
御
上
納
仕
候
節

　
ハ
、
む
し
が
た
ら
ぬ
事
ノ
、

皮
が
う
す
き
の
、
下
の
下
々

の
と
御
幡
羅
成
、
代
銀
ハ
何

程
も
御
指
引
二
不
罷
成
（
是

又
前
々
よ
り
無
之
事
被
仰
付

あ
ば
き
不
甲
め
い
わ
く
三
三

事
。
（
　
）
は
註
（
以
下
次
号
）

●
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保
健
衛
生
便
り

　
東
郷
村
役
場
に
住
民
課
が
あ

っ
て
そ
の
中
に
又
保
険
衛
生
係

が
あ
り
ま
す
。
説
明
す
る
ま
で

も
な
く
、
国
民
健
康
保
険
と
衛

生
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
の

で
す
。
国
保
と
衛
生
は
車
の
両

輪
の
如
く
密
接
不
可
分
で
村
民
．

の
一
人
一
人
の
健
康
問
題
と
取

り
組
ん
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
人
間
に
は
「
ケ
ガ
」
や

「
ビ
ョ
ウ
キ
」
が
無
く
な
る
時

が
来
た
ら
保
健
衛
生
係
は
日
報

に
保
健
衛
生
便
り
は
載
せ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
が
こ
～
当
分

の
間
は
「
皆
さ
ん
手
を
洗
へ
、

ウ
ガ
イ
を
な
さ
い
、
カ
、
　
ハ

エ
、
ア
マ
メ
を
や
つ
～
け
な
さ

い
」
等
々
清
潔
清
掃
は
朝
夕
に

実
行
し
ま
し
ょ
う
、
等
と
く
ど

い
事
を
言
い
つ
づ
け
る
次
第
で

ご
ぎ
い
ま
す
。

　
さ
て
一
般
的
な
連
絡
事
項
の

お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

1
八
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
目

迄
唄
般
住
民
の
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が

各
部
落
を
送
出
し
ま
す
の
で
家

族
全
員
そ
ろ
っ
て
こ
の
検
診
を

受
け
て
下
さ
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

は
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
尖
兵
で
す
。
年
に
一
度
は

　
　
　
　
　
国
民
の
義
務
で
法

律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
分
自
身
の
健
康
の
こ
と
で
す

か
ら
法
律
で
定
め
て
な
く
て
も

進
ん
で
検
診
は
受
け
る
べ
き
で

す
。　

こ
の
健
康
診
断
は
無
料
で

す
。
な
ほ
す
で
に
皆
さ
ん
の
手

許
に
詳
し
い
日
程
表
と
各
世
帯

各
人
の
受
診
票
が
届
い
て
い
る

と
存
じ
ま
す
の
で
、
日
時
場
所

等
間
違
え
ぬ
様
に
し
て
下
さ

い
。　

特
に
結
核
は
昔
も
今
も
感
染

力
は
変
り
は
な
く
患
者
の
数
も

大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
亡
者

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
油
断
の

出
来
な
い
病
気
で
す
。
そ
の
結

核
菌
は
近
年
い
よ
い
よ
薬
に
対

し
て
抵
抗
力
が
強
く
な
り
愚
者

を
苦
し
め
て
い
る
の
で
す
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
ボ
タ
ン
唄
つ

で
強
力
な
電
気
作
用
で
皆
さ
ん

の
診
断
を
す
る
の
で
、
唄
見
た

よ
り
な
い
感
じ
が
し
ま
す
が
現

代
医
化
学
は
電
子
的
、
原
子
的

に
日
日
進
歩
し
て
い
る
の
で

す
。　

検
診
は
受
診
票
の
有
無
に
か

、
わ
ら
ず
、
村
内
に
居
住
す
る

人
は
す
べ
て
受
け
て
下
さ
い
。

又
六
才
以
下
の
者
で
も
平
常
身

体
が
弱
い
子
供
は
同
行
し
て
下

さ
い
。

2
九
月
中
に
は
十
二
指
腸
虫
駆

除
の
た
め
の
検
査
を
全
村
民
一
く

（
六
才
以
下
除
く
）
に
つ
い
て
…
ラ
、
カ
マ
ボ
コ
、

実
施
い
た
し
ま
す
。
小
幕
学
校

の
児
童
に
つ
い
て
は
す
で
に
第

必
ず
受
け
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
一
一
回
目
の
検
査
と
駆
除
を
行
っ

で
下
さ
い
。

て
い
ま
す
。
学
校
の
第
二
回
目

検
査
と
一
般
住
民
と
を
同
時

に
検
査
し
て
こ
の
寄
生
虫
病
の

撲
滅
を
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。
村
民
の
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
が
寄
生
虫
を
持
っ
て
い

ま
す
が
そ
の
中
で
十
二
指
腸
虫

（
鈎
虫
）
の
保
有
者
は
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
い
る
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
健
康
は
皆
さ
ん

の
手
で
掴
み
と
っ
て
元
気
を
失

し
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
昔
は
虫
が
セ
キ
コ
ロ
シ
タ

と
か
、
腹
の
中
か
ら
四
百
匹
も

虫
が
出
て
来
た
と
か
、
顔
色
が

黄
色
に
な
っ
て
死
ん
だ
、
十
二

指
腸
虫
じ
ゃ
げ
な
、
サ
ナ
ダ
虫

も
十
三
ピ
ロ
あ
っ
た
そ
う
だ
、

と
か
言
っ
た
も
の
で
す
。

　
寄
生
虫
病
も
医
学
薬
学
の
進

歩
で
死
亡
者
は
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
ま
す
が
余
病
を
併
発
し

て
苦
し
み
ま
す
。
虫
卵
の
検
査

は
村
費
で
負
担
し
ま
す
。
お
腹

の
虫
を
下
し
て
長
生
き
し
た
い

も
の
で
す
。

3
そ
の
他

イ
八
月
は
食
中
毒
が
一
番
多
い

時
季
で
す
。

　
八
月
五
日
か
ら
全
国
中
毒

予
防
週
間
で
す
が
こ
ん
な
週
間

は
感
心
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
．
表
面
に
出
た
患
者
が
昨

年
は
四
万
人
も
い
た
の
で
す
が

そ
の
外
十
二
万
は
患
者
が
潜
在

｝
し
て
い
た
と
云
は
れ
て
い
ま

｝
す
。一

原
因
は
魚
介
類
三
番
多

　
、
次
は
加
工
品
（
テ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
ア
ゲ
等
）
で

す
。
中
毒
の
発
生
は
家
庭
が
一

一
も
多
く
、
集
団
給
食
（
旅
館
、

飲
食
店
、
折
詰
、
そ
の
他
）
等

か
ら
も
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
明
け
の
集
団

給
食
、
学
校
給
食
も
細
心
の
注

意
を
払
う
こ
と
で
す
。

　
で
は
予
防
の
方
法
は
ど
う
す

る
か
、
大
体
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
下
き
い
。

ω
手
洗
い
の
励
行

　
食
事
の
予
防
も
手
洗
い
が
大

い
に
影
響
が
あ
り
ま
す
、
と
く

に
調
理
を
す
る
者
の
手
洗
い
。

食
事
前
の
手
洗
い
、
用
便
後
の

手
洗
い
を
励
行
し
て
下
さ
い
。

一
番
や
り
や
す
く
、
言
い
や
す

い
こ
と
で
す
が
実
行
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
？
、
チ
ョ
イ
ト
シ

メ
ス
ぐ
ら
い
な
ら
し
な
い
方
が

良
い
の
で
す
。

㈲
た
べ
も
の
の
衛
生

　
①
食
べ
物
は
な
る
べ
く
加
熱

　
し
、
生
の
物
は
で
き
る
丈
さ

　
け
て
下
さ
い
、
特
に
魚
介
類

　
は
生
が
危
険
で
す
。

　
食
べ
物
は
な
る
べ
く
残
さ
ぬ

　
こ
と
で
す
。

　
③
食
べ
物
は
清
潔
で
新
鮮
な

　
も
の
を
清
潔
で
衛
生
的
な
店

　
で
も
と
め
る
こ
と
が
大
事
で

　
す
。
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苡
鰍
ﾌ
衛
生

　
①
調
理
場
は
平
素
か
ら
物
に

　
清
潔
、
整
頓
、
整
理
し
て
ハ

　
エ
等
一
匹
も
い
な
い
よ
う
に

　
す
る
こ
と
。

　
②
食
器
、
包
丁
、
ま
な
板
、

　
ふ
き
ん
な
ど
の
洗
浄
、
消
毒

　
を
徹
底
し
て
す
る
こ
と
。

　
③
ね
ず
み
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ

　
リ
な
ど
の
発
生
源
を
除
去
し

　
て
薬
剤
器
具
な
ど
で
計
画

　
的
、
組
織
的
な
駆
除
を
実
行

　
す
る
こ
と
。

　
こ
の
際
薬
剤
の
購
入
保
管
に

　
注
意
し
て
下
さ
い
。
使
用
薬

剤
は
保
険
衛
生
係
に
照
会
し

望
一
≡
董
壽
≡
噂
＝
§
≡
蓉
岡
三
＝
一
＝
一
一
一
蓬
一
葦
一
画
二
一
需
昌
善
｝
謹
邑
薯
一
一
肇
謹
嘗
哨
一
葦
碧
一
一
蚕
≡
言
謹
議
一
一
誓
一
一
一
＝
■
冨
誓
一
≡
一
一
＝
葦
一
葦
一
署
葛
噛
誓
一
養
≡
当
轟
一
宮
蓉
葦
一
葦
一
三
一
≡
一
毒
一
言
多

子供会白頭

税
は
完

暢
ジー

フ

■

て
下
さ
い
。

⇔
知
っ
て
い
ま
す
か
、
一
行
知

識
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
冷
蔵
庫

の
使
用
の
方
法
で
随
分
無
茶
な

人
を
時
々
見
か
け
ま
す
。

　
冷
蔵
庫
は
殺
菌
力
は
あ
り
ま

　
　
　
　
せ
ん
。
最
近
宜
伝
文

　
　
　
　
句
で
冷
蔵
庫
で
殺
菌

いっしょに七夕づくり

は
ふ
へ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

時
々
は
消
毒
水
で
中
｝

を
掃
除
し
て
下
さ
【

、
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
包
紙
な
ど
と
円
し
一

よ
に
肉
や
魚
を
入
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
の
を
見
か
け
｝

ま
す
、
又
痛
ん
で
庫
　

内
が
異
様
な
臭
気
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一

伝
聡
鰐
懸
墾
驚
に
一
流
気
に
過
し
て
下
さ

か
ん
ら
ん
の
作
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
出
来
る
よ
う
な
ご
一

と
を
言
っ
て
ま
す
…
ω
施
肥
基
準

が
、
あ
ぶ
な
い
も
の
「
　
菌
基
肥

で
。
生
ぬ
る
い
湿
度
｝
　
　
堆
肥
一
、
二
〇
〇
勿

で
は
「
バ
イ
キ
。
』
　
く
み
あ
い
尿
素
化
成
F

子
発
し
て
い
る
の
も
見

親
ま
し
た
・
（
広
舖
）

　
　
　
霜
が
つ
い
た
ら
電
r

　
　
力
が
落
ち
ま
す
、
こ
「

　
　
の
た
め
に
も
時
折
掃
一

　
除
ル
ま
し
ょ
う
。
　
」

ω
品
種
（
六
指
栽
培
）

　
　
　
　
野
崎
夏
蒔
三
号

　
　
　
　
長
岡
交
配
二
月
ど
り

　
　
　
　
長
岡
交
配
理
想

ω
育
苗

　
ω
播
種
期

　
　
　
八
月
上
旬
～
八
月
中
旬

　
㈲
苗
床

　
　
　
練
床
又
は
踏
付
育
苗
と

　
　
す
る

　
　
　
用
土
の
配
合
割
合
、
土

　
　
五
割
、
堆
肥
五
割
、
硫
安

　
　
三
〇
〇
9
、
過
石
一
ご
一
五

　
　
9
、
加
里
一
一
二
9

　
の
苗
床
面
積

　
　
　
一
〇
σ
当
一
〇
傷
、
プ

　
　
ロ
ノ
ク
で
＝
一
坪

　
⇔
播
種
量
目
勺

　
　
　
（
一
ケ
所
五
～
六
粒
播
）

　
㈱
苗
床
管
理

　
　
　
高
温
乾
燥
に
留
意
す
る

　
　
こ
と
、
又
台
風
対
策
を
講

　
　
ず
る
こ
と

　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
菰
で
被
覆
す

　
　
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
台
風
通
過
後
は
す
み
や

　
　
か
に
被
覆
を
と
り
葉
に
つ

　
　
い
た
泥
は
噴
霧
機
で
洗
い

　
　
落
す

　
　
　
病
害
発
生
に
そ
な
え
て

　
　
水
銀
ボ
ル
ド
（
六
〇
〇
倍
）

　
　
を
撒
布
す
る
、
発
芽
後

　
　
二
～
三
回
間
引
を
行
な
う

㈲
植
付

ω
時
期

　
　
　
九
月
上
旬
～
九
月
旬
中

　
　
　
（
本
葉
五
～
六
枚
の
時
）

㈲
栽
植
距
離

　
　
　
一
五
〇
傭
畦
二
条
植
株

　
間
三
六
傭
～
四
〇
傭

　
一
一
　
六
〇
匂

㈲
追
肥

　
　
く
み
あ
い
尿
素
化
成
F

　
＝
　
　
三
〇
匂

の
施
肥
上
の
注
意

　
　
第
一
回
は
植
付
後
十
日

　
以
内
に
行
な
い
、
そ
の
後

　
は
三
十
日
以
内
外
の
間
隔

　
で
行
な
う
。
乾
燥
の
場
合

　
は
液
肥
と
し
て
施
用
す
る

　
　
か
ん
ら
ん
、
は
く
さ
い

　
共
に
最
低
気
温
が
一
〇
度

　
C
以
下
に
下
る
よ
う
に
な

　
る
と
花
芽
が
分
化
し
始
め

葉
数
の
増
加
が
止
る
か
ら

　
　
追
肥
を
早
め
に
し
て
、
そ

　
　
れ
ま
で
に
多
く
の
葉
数
を

　
　
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

　
　
あ
る
。

㈲
管
理

　
ω
中
耕
除
草
追
肥
の
都
度
行

　
　
な
う
降
霜
期
迄
に
終
了
す

　
　
る
こ
と

　
㈲
そ
の
他
　
台
風
の
際
は
麦
〒

　
　
桿
で
株
の
上
を
覆
い
細
竹
　

　
　
で
お
さ
え
を
す
る
。
　
　
一

ω
病
害
虫
防
除
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

心
喰
虫
よ
と
う
虫

　
D
D
T
　
制
酸
鉛

ア
ブ
ラ
ム
シ

　
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
　
．

ペ
ト
病
　
　
銅
水
銀
剤

産
業
課
だ
よ
り

くげの花さく畏む

　
労
災
保
険
法
の
改
正
馬
力
数
が
一
、
四
キ
・
ワ
ソ
ト

…
越
餌
購
鎚
保
寵
灘
驚
羅

㎜
険
が
か
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
一
ま
で
に
近
く
の
労
働
基
準
監
督

…
ば
罐
罐
齢
鶴
賄
鶴
瀬
窮
鯉
圷
餐
蘇

　
農
業
改
良
普
及
所
の
統
合
整
｝

備
に
よ
・
て
本
村
は
・
　
　

業
改
良
普
及
所
の
区
域
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ま
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
昭
和
二
十
四
年
四
月
に
発
足
｝

い
た
し
ま
し
た
農
業
改
良
普
及
一

所
は
、
そ
の
事
務
所
が
東
郷
村
一

に
お
か
れ
、
東
臼
杵
南
部
農
業
一

改
良
普
及
所
と
し
て
皆
さ
ん
の
「

指
導
助
言
を
し
て
来
ら
れ
、
親

し
み
深
い
間
柄
と
な
っ
て
居
り

ま
し
た
が
、
昨
年
八
月
西
郷
青

年
技
術
館
の
新
設
に
伴
っ
て
西

郷
に
移
り
、
今
回
は
又
経
済
圏

の
広
域
化
或
は
農
業
経
営
の
専

門
化
等
々
社
会
的
経
済
的
な
即

製
醗
深
酒
嚇
塵

に
一
段
と
充
実
し
た
農
業
技
術

の
普
及
指
導
を
実
施
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
県
内
に
二
十
三
ケ

所
あ
り
ま
し
た
普
及
所
を
十
三

ケ
所
に
統
合
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
、
本
村
は
日
向
普
及
所
の

区
域
内
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

，
下
智
9
竃
動
力
を
使
用
・
て
い

　
　
　
　
る
人
は
使
っ
て
い
る
原
動
機
の

ま
し
た
。

　
今
ま
で
労
災
保
険
に
加
入
し

な
く
て
も
よ
か
っ
た
人
（
事
業
）

ら
な
か
っ
た
人
は
こ
の
広
報
を

見
た
後
直
ち
に
届
け
出
て
下
さ

い
。
）

　
こ
の
届
を
怠
た
る
と
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
ト
レ
ー
一
一
ン
グ
に
参
加
し
て
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東
郷
中
三
年
頃
海
　
　
野
　
　
恵
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
第
二
回
ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
：
ダ
「
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
協
力
し

ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
二
十
四
日
【
て
大
変
う
ま
く
で
き
あ
が
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
｝
し
た
。
掃
除
が
す
ん
で
自
分
達

門
川
中
学
校
の
体
育
館
で
行
な
一
の
部
屋
が
で
き
あ
が
る
と
、
こ

わ
れ
、
私
も
そ
れ
に
遅
引
し
ま

し
た
。

　
男
子
三
十
七
名
女
子
二
十
八

名
田
六
十
五
名
の
多
人
数
、
そ

れ
に
先
生
や
指
導
者
が
二
十
名

く
ら
い
で
し
た
。
み
ん
な
一
人

一
人
自
分
達
の
学
校
か
ら
選
ば

れ
た
人
ば
か
り
な
の
で
、
毎
日

き
び
き
び
し
た
態
度
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
ず
二
十
四
日
の
昼
過
ぎ
門

川
申
に
行
き
、
音
楽
室
で
受
付

が
は
じ
ま
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り

胸
に
つ
け
る
き
れ
を
も
ら
い
ま

し
た
。
同
じ
色
の
人
達
ば
か
り

が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
始
め
に
し
た
仕
事
は
、
み
ん

な
一
せ
い
に
体
育
館
の
掃
除
で

し
た
。
掃
除
が
終
わ
る
と
班
別

に
分
れ
て
自
分
達
の
眠
る
場
所

を
、
椅
子
を
使
っ
て
部
馨
作

ん
ど
は
指
導
者
の
先
生
が
笛
を

ピ
ー
ピ
ピ
ピ
ー
と
な
ら
し
、
手

を
真
前
に
出
す
と
、
み
ん
な
集

ま
っ
て
班
別
に
並
び
な
さ
い
と

い
う
合
図
で
す
。
私
達
が
集

ま
っ
て
い
る
う
ち
に
他
の
先
生

方
は
私
達
が
作
っ
た
部
屋
を
、

「
ど
ん
な
点
が
良
い
か
」
と
い

っ
た
よ
う
な
点
数
の
つ
け
方
で

検
査
し
ま
し
た
。
私
達
の
グ
ル

ー
プ
は
新
聞
紙
の
上
に
靴
が
き

れ
い
に
お
い
て
あ
る
と
い
う
こ

と
で
銅
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
賞
と
い
う
の
は
、
も
し
金

賞
な
ら
ば
ボ
ー
ル
紙
に
金
色
の

色
紙
で
は
り
そ
の
回
り
に
黄
色

の
洗
濯
ば
さ
み
を
は
め
て
首
に

か
け
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
二
十
四
日
は
さ
っ
そ
く
ゲ
ー

ム
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
い
う

ん
’
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
十
　
ム
が
あ
り
あ
っ
と
い
う
間
も
な

ぐ
ら
い
習
い
ま
し
た
。
休
む
と
く
み
ん
な
と
別
れ
る
時
間
が
き

い
う
時
間
は
ぜ
ん
ぜ
ん
あ
り
ま
ま
し
た
。

せ
ん
。
そ
れ
に
先
生
や
指
導
者
　
　
閉
会
式
は
隊
長
さ
ん
の
話
な

の
人
の
身
振
り
手
振
り
で
み
ん
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
み
ん
な
で

な
行
動
す
る
の
で
す
か
ら
神
経
螢
の
光
を
歌
っ
て
別
れ
ま
し

を
使
い
ま
す
。
足
の
ふ
と
も
も
た
。
別
れ
る
時
に
は
一
人
一
人

を
手
で
た
た
い
て
手
を
曲
げ
る
先
生
と
握
手
し
て
別
れ
ま
し

と
き
お
つ
け
の
姿
勢
を
し
、
手
た
。
　
　
　
　
　
　
、

を
真
横
下
に
や
る
と
休
め
の
合
　
　
こ
う
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

図
で
、
笛
を
ピ
ピ
ピ
ー
と
な
ら
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
終
わ
っ
た

す
と
班
長
と
い
う
合
図
で
す
。
　
わ
け
な
ん
で
す
が
、
こ
こ
で
学

　
い
よ
い
よ
夜
の
訓
練
が
始
ま
ん
だ
一
番
大
切
な
事
は
／
学
校

り
ま
し
た
。
始
め
は
夜
間
ゲ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
団
体
生
活
の
中

ム
と
い
っ
て
班
長
が
先
頭
に
た
　
で
は
み
ん
な
の
協
力
／
と
い
っ

［
っ
て
み
ん
な
タ
オ
ル
で
目
か
く
た
よ
う
な
事
で
し
た
。
つ
ら
く

㎜
し
を
し
、
運
動
場
に
は
っ
て
あ
て
も
楽
し
か
う
た
ト
レ
ー
ニ
ン

纂
鵠
深
溝
講
認
［
け
庭
雌
緯
好
摩
醗
面

懸
戦
列
怜
亭
脈
習
コ

い
う
も
の
を
養
う
た
め
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
就
寝
の

時
間
は
決
っ
て
い
て
そ
の
時
間

が
来
る
と
消
燈
し
ま
す
。

　
二
十
五
日
、
み
ん
な
六
時
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
台
風
十
五
号
も
幸
に
そ
れ
て

起
き
て
朝
食
な
ど
を
す
ま
せ
て

か
ら
今
日
の
訓
練
に
は
入
り
ま
　
　
た
し
た
被
害
も
な
か
っ
た
こ

す
。
始
め
ば
点
検
と
い
っ
て
先
　
　
と
は
同
慶
に
堪
え
な
い
。
し

生
達
が
み
ん
な
の
部
屋
を
歩
き
　
　
か
し
今
年
は
台
風
の
年
の
よ

回
り
又
生
徒
達
と
い
ろ
ん
な
話
　
　
う
な
気
も
す
る
。
今
後
い
く

を
し
ま
す
。
こ
の
時
に
並
ぶ
方
　
　
回
か
来
襲
す
る
事
を
覚
悟
し

法
は
、
班
長
を
右
に
副
班
長
を
　
　
て
台
風
に
対
す
る
心
が
ま
え

左
に
そ
の
他
の
人
は
そ
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
事
が
肝
要
だ
ろ
う
。

哨
列
に
真
す
ぐ
に
並
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
点
検
が
終
わ
◇
昨
年
、
今
年
と
道
路
の
両
側

る
と
す
ぐ
朝
礼
に
は
入
り
ま
　
に
植
え
た
「
む
く
げ
」
も

す
。
こ
こ
で
は
朝
礼
に
関
す
る
　
　
「
多
雪
桃
」
も
花
を
つ
け
て

歌
と
か
、
国
旗
掲
揚
な
ど
。
又
　
　
旅
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

先
生
達
の
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
　
　
て
い
る
。
お
互
い
に
花
を
愛

れ
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
ま
せ
　
　
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

て
今
日
の
日
課
に
は
入
り
ま

す
。
ま
ず
始
め
に
き
の
う
の
復
◇
毎
年
旧
暦
七
月
十
七
日
成
願

習
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
今
日
　
　
寺
で
朝
参
供
養
が
行
な
わ
れ

の
夜
は
キ
ャ
ン
フ
ア
イ
ヤ
ー
が
　
　
心
あ
る
村
人
た
ち
数
百
人
が

あ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
で
歌
と
劇
　
　
集
っ
て
盛
大
な
供
養
の
行
事

を
ひ
と
つ
ず
つ
し
な
く
て
は
な
　
　
が
行
な
わ
れ
る
が
、
案
外
そ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
大
　
　
の
由
来
に
つ
い
て
は
知
ら
ぬ

変
お
も
し
ろ
く
で
き
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
人
達
が
多
い
よ
う
だ
。

た
。
又
キ
ャ
ン
プ
プ
ア
イ
ヤ
ー

は
、
た
だ
円
を
作
っ
て
歌
っ
た
◇
村
議
会
で
も
、
離
郷
百
姓
一

り
劇
を
し
た
り
し
て
遊
ぶ
ば
か
　
　
揆
の
記
念
碑
を
建
て
て
は
ど

り
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
ル
ー
　
う
か
と
の
意
見
も
あ
る
こ
と

ル
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
一
　
だ
し
、
本
月
号
に
は
詳
し
く

番
偉
い
人
を
北
の
方
に
座
ら
せ
　
　
記
載
し
た
御
一
読
を
願
い
た

る
と
か
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
日
は
十
時
半
に
消
燈
し
ま
し
夏
草
や
わ
ず
か
に
残
る
義
農
の

た
。
　
　
　
　
　
　
　
墓

星
園
鞍

竃

よ
　
う

御

塗
㌔
亭

、
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